
３．震後対応上の課題の整理 
 

3.1 近年の地震時の対応に見る課題 

 鳥取県西部地震（平成 12 年 10 月）、三陸南地震（平成 15 年 5 月）および十勝沖地震（平成

15 年 9 月）における道路管理者の震後対応に関する調査結果をもとに、道路管理者が抱えてい

る課題を整理した。なお、今回の検討では特に、発生が懸念される宮城県沖地震を念頭にしてい

るため、昭和 53 年宮城県沖地震の際の指摘事項についてもあわせて整理した。 

 整理結果を表 3－1に示す。表 3－1中の凡例は以下のとおりである。 

 

凡 例 

・： 三陸南地震のヒアリング等で直接課題として指摘された事項 

⇒： 三陸南地震のヒアリングで、過去の事例より大地震時には留意すべきである

と指摘された事項 

●： 鳥取県西部地震における道路管理者の対応に関する調査（中国地方整備局）

での指摘事項 

▲： 昭和 53 年宮城県沖地震の際の指摘事項 

■： 

 

平成 15 年十勝沖地震直後に北海道開発局、帯広開発建設部、帯広道路事務

所等へ行ったヒアリング調査結果 
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表
3－

1 
震
後

対
応
に

お
け

る
課
題

の
整

理
 

問
題
の
生
じ
た
フ
ェ
ー
ズ

 
問

題
の

 
起

因
要

素
 

参
集

・
安

否
確

認
・

体
制

構
築

 
点

検
・

状
況

把
握

 
連

絡
・

情
報

共
有

・
指

示
 

応
急

復
旧

【
シ

ス
テ

ム
の

信
頼

性
の

低
さ

】
 

・
地

震
に

よ
る

シ
ス

テ
ム

ダ
ウ

ン
な

ど
 

【
個

別
シ

ス
テ

ム
の

煩
雑

性
】

 
・

個
別

シ
ス

テ
ム

が
多

い
こ

と
に

よ
る

情
報

共
有

の
欠

如
、

多
重

入
力

 

【
一

般
回
線

の
輻

輳
に

よ
る

安
否

確
認

の
遅

れ
】

 
・

一
般

電
話

の
輻

輳
に

よ
り

職
員

の
安

否
確

認
が

遅
延

、
そ

れ
に

伴
う

参
集

職
員

の
不

安
、

業
務

へ
の

集
中

に
対

す
る

支
障

 
■

携
帯

電
話

が
つ

な
が

ら
な

く
な

る
こ

と
は

、
前

提
と

し
て

十
分

考
慮

す
べ

き
 

               

【
一

般
回

線
の

輻
輳

に
よ

る
点

検
者

と
の

連
絡

の
途

絶
】

 
・
携

帯
電

話
を

主
な

通
信

手
段

と
す

る
点

検
業

者
、
道

路
モ

ニ
タ

と
の

連
絡

に
お

け
る

通
信

の
輻

輳

⇒
携

帯
電

話
し

か
持

た
な

い
点

検
委

託
業

者
と

の
連

絡
が

途
絶

 
■

携
帯

電
話

が
つ

な
が

ら
な

く
な

る
こ

と
は

、
前

提
と

し
て

十
分

考
慮

す
べ

き
 

 【
C

C
TV

カ
メ

ラ
の

不
足

・
機

能
の

不
足

】
 

・
C

C
TV

カ
メ

ラ
で

確
認

で
き

な
い

箇
所

が
あ

っ
た

 
・

ズ
ー

ム
や

暗
視

機
能

等
が

足
り

ず
、

十
分

な
確

認
が

行
え

な
か

っ
た

 
■

主
に

交
通

状
況

の
確

認
に

用
い

ら
れ

、
被

災
確

認
へ

の
利

用
は

困
難

で
あ

っ
た

 
 【

FA
X
に

よ
る

情
報

伝
達

の
多

さ
】

 
⇒

FA
X
の

タ
イ

ム
ラ

グ
（

同
報

通
信

に
よ

る
受

信
の

遅
延

）
、

着
信

確
認

の
遅

延
 

・
FA

X
等

の
受

信
資

料
の

整
理

が
煩

雑
 

■
類

似
資

料
か

ら
の

相
違

点
判

別
が

困
難

 

【
専

用
回

線
の

被
災

・
通

信
手

段
の

不
足

】
 

・
地

上
系

マ
イ

ク
ロ

回
線

の
被

災
に

よ
る

基
幹

通
信

網
の

途
絶

 

・
災

害
時

優
先

電
話

の
特

定
の

混
乱

（
優

先
電

話
を

選
別

し
に

く
い

）
 

・
マ

イ
ク

ロ
回

線
未

整
備

の
出

先
機

関
と

の
通

信
の

途
絶

 

●
光

フ
ァ

イ
バ

の
被

災
で

情
報

板
遠

隔
操

作
が

不
能

と
な

っ
た

 

 【
通

信
手

段
の

途
絶

、
機

能
の

不
足

】
 

⇒
写

真
デ

ー
タ

の
現

地
送

信
機

能
の

欠
如

に
よ

る
情

報
収

集
の

遅
延

 

●
無

線
搭

載
車

量
が

不
足

し
た

た
め

、
随

時
報

告
が

行
え

ず
報

告
が

遅
れ

た
 

■
携

帯
電

話
が

つ
な

が
ら

な
く

な
る

こ
と

は
、

前
提

と
し

て
十

分
考

慮
す

べ
き

 

■
携

帯
電

話
の

不
感

地
帯

に
衛

星
携

帯
が

配
備

さ
れ

て
い

る
事

例
が

あ
っ

た
（

有
用

で
あ

っ
た

）
 

ツ
ー

ル
 

（
シ

ス
テ

ム
・
機

器
）

 

【
施

設
の

低
い

耐
震

性
】

 
⇒

事
務

所
が

被
災

し
、

災
害

対
策

本
部

が
被

災
し

た
場

合
の

通
信

の
不

通
 

⇒
施

設
が

被
災

し
た

際
の

ス
ペ

ー
ス

や
機

器
の

不
足

の
懸

念
 

●
事

務
所

が
被

災
し

、
災

害
対

策
本

部
の

設
置

が
遅

れ
た

。
施

設
を

移
動

し
た

た
め

各
種

設
備

（
電

話
な

ど
）

が
不

足
し

た
。

 

ヒ
ュ

ー
マ

ン
（

人
の

運
用

・
支

援
・
連
携
）

 

【
発
生
時
間
・
被
災
規
模
な
ど
状
況
に
よ
る
人
員
不
足
】

 
・

幹
部
が

不
在
の
際

の
体
制

構
築
、
深

夜
休
日

に
お
け
る

職
員
参

集
 

・
班
編
成

と
班
員
の

所
掌
業

務
が
不
明

確
 

⇒
不
眠
不

休
の
場
合

の
職
員

の
健
康
管

理
 

・
極
め
て

短
時
間
に

来
襲
す

る
津
波
を

考
慮
し

た
早
期
の

体
制
構

築
 

●
余
震
が

連
続
し
、

体
制
が

長
期
化
す

る
中
で

、
特
定
職

員
へ
の

負
荷
が
集

中
 

●
体
制
が

長
期
化
し

た
際
の

交
代
が
明

確
で
な

く
、
負
担

の
集
中

が
生
じ
た

 
●

被
災
事

務
所
で
は

点
検
箇

所
が
多
く

、
他
事

務
所
か
ら

の
応
援

を
必
要
と

す
る
が

、
 

 
支
援
体

制
の
要
領

が
な
く

、
支
援
体

制
が
と

れ
な
か
っ

た
 

▲
全
職
員

想
定
の
体

制
と
な

っ
て
い
る

が
、
現

実
に
は
そ

の
通
り

と
な
ら
な

い
 

■
職
員
が

少
な
い
た

め
全
員

体
制
で
長

時
間
対

応
せ
ざ
る

を
得
な

い
 

■
昼
間
は

通
常
業
務

、
夜
間

は
災
害
対

応
と
な

っ
た

 
■

災
害
規

模
に
応
じ

て
長
続

き
す
る
体

制
（
人

員
の
交
代

）
を
合

理
的
に
組

む
方
策

が
必

要
 

【
外
部
人
材
の
活
用
不
足
】

 
⇒

点
検
等

へ
の
宮
城

県
沖
地

震
（

S
5
3
）

経
験
を

有
す
る
技

術
者
の

支
援
、
有

用
な
助

言
の
要
請

 

●
専
門
技

術
者
が
足

り
ず
、

余
震
時
の

応
急
復

旧
着
手
な

ど
の
技

術
的
判
断

が
困
難

で
あ
っ
た

 

■
防
災
エ

キ
ス
パ
ー

ト
、
近
隣
事

務
所

、
専

門
家
の

支
援

が
そ
れ

ぞ
れ
に
重

要
な
貢

献
を
し
て

い
た

■
職
員
以

外
の
関
係

者
全
員

を
視
野
に

入
れ
た

災
害
対
応

の
準
備

に
つ
い
て

検
討
が

必
要

 
 【
巡
検
点
検
開
始
直
後
の
情
報
空
白
期
の
存
在
】

 
⇒

点
検
開

始
後
、
状

況
報
告

が
入
り
だ

す
ま
で

に
は
時
間

が
必
要

 
⇒

出
張
所

～
事
務
所

～
本
局

と
い
う
情

報
伝
達

経
路
に
よ

る
情
報

の
タ
イ
ム

ラ
グ

 
●

管
理
延

長
、
点
検

方
法
、

被
害
状
況

等
に
よ

り
点
検
時

間
が
異

な
り
、
被

災
状
況

把
握
に

 
 

ば
ら
つ

き
が
あ
っ

た
。
情

報
が
揃
う

ま
で
に

タ
イ
ム
ラ

グ
が
存

在
 

 【
緊
急
車
両
等
の
通
路
確
保
】

 
・

高
速
道

路
の
通
行

止
め
の

影
響
で
国

道
が
渋

滞
し
点
検

が
遅
延

 
⇒

放
置
車

両
等
が
点

検
に
支

障
を
き
た

す
恐
れ

 

【
関
連
機
関
と
の
情
報
共
有
不
足
】

 
⇒

自
衛
隊

へ
の
情
報

提
供
（

自
衛
隊
は

有
用
だ

っ
た
と
の

こ
と
）

 
●

電
話
回

線
の
輻
輳

な
ど
も

あ
り
、
関

連
機
関

(県
)の

交
通

規
制
情

報
が
入
手

で
き
ず

、
迂
回
路

設
定
に

時
間
を
要

し
た

▲
市
町
村

と
の
協
力

体
制
の

必
要
を
感

じ
た

 
■

道
路
利

用
者
に
と

っ
て
国

道
・
地
方

道
の
区

別
は
な
く

、
国
道

以
外
の
問

合
せ
も

多
い
が
、

情
報
が

な
く

 
 

対
応
で

き
な
い

 
 【
マ
ス
コ
ミ
対
応
な
ど
に
よ
る
負
荷
】

 
⇒

円
滑
な

マ
ス
コ
ミ

へ
の
情

報
提
供
の

た
め
、

対
応
専
門

の
職
員

、
部
署
を

設
置

 
●

管
外
の

情
報
が
不

明
で
一

般
か
ら
の

問
合
せ

に
適
切
な

回
答
が

で
き
な
い

場
合
が

あ
っ
た

 
■

一
般
か

ら
の
問
合

せ
に
追

わ
れ
、
最

新
情
報

を
把
握
で

き
な
か

っ
た

 
■

一
部
マ

ス
コ
ミ
だ

け
が
報

道
し
た
情

報
に
対

し
て
は
、

余
計
に

他
の
マ
ス

コ
ミ
が

押
し
か
け

て
く
る

 
 【
指
示
系
統
に
よ
ら
な
い
指
示
に
よ
る
現
場
の
混
乱
】

 
・

本
省
、

局
な
ど
か

ら
の
多

数
の
画
像

伝
送
等

の
要
請

 
・

出
張
所

～
事
務
所

～
本
局

間
の
情
報

伝
達
に

お
け
る
一

貫
性
の

欠
如

 
▲

事
務
所

の
指
示
系

統
を
一

本
化
す
べ

き
で
あ

る
 

 【
情
報
共
有
の
不
十
分
さ
に
よ
る
負
荷
】

 
■

同
一
人

物
が
一
人

で
対
応

し
な
け
れ

ば
一
貫

性
の
あ
る

対
応
が

で
き
な
く

な
り
負

担
が
集
中

 

 

 
 

 ・
：

 

 
 
 
 
 
 
 
【
凡
例
】

 

三
陸

南
地

震
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
等

で
直

接
課

題
と

し
て

指
摘

さ
れ

た

事
項

 

⇒
：

 
三

陸
南
地

震
の
ヒ
ア

リ
ン
グ

で
、
過
去

の
事
例

よ
り
大
地

震
時
に

は

留
意
す
べ

き
で
あ
る

と
指
摘

さ
れ
た
事

項
 

●
：

 
鳥

取
県

西
部

地
震

に
お

け
る

道
路

管
理

者
の

対
応

に
関

す
る

調
査

（
中
国
地

方
整
備
局

）
で
の

指
摘
事
項

 

▲
：

 
昭

和
5
3
年

宮
城

県
沖

地
震

の
際

の
指

摘
事

項
 

■
：

 

 

平
成

1
5
年

十
勝

沖
地

震
直

後
に

北
海

道
開

発
局

、
帯

広
開

発
建

設

部
、
帯

広
道

路
事

務
所

等
へ

行
っ

た
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

結
果

 

【
一

般
に

包
括

的
な

協
定

】
 

⇒
業

者
が

複
数

機
関

と
協

定
の

可
能

性
 

⇒
大

規
模

被
害

時
に

お
け

る
委

託
業

者
の

確
実

な
確

保
 

 【
点

検
作

業
の

遅
れ

】
 

⇒
大

規
模

被
害

の
有

無
確

認
や

的
を

絞
っ

た
点

検
に

よ
り

時
間

短
縮

が
可

能
 

 【
点

検
基

準
・

要
領

の
未

整
備

】
 

●
職

員
、

協
力

会
社

、
外

部
協

力
な

ど
、

種
々

の
主

体
が

点
検

を
行

う
が

、
基

準
・

要
領

が
な

く
 

 
点

検
結

果
に

ば
ら

つ
き

が
生

じ
る

恐
れ

あ
り

 
▲

構
造

物
の

点
検

要
領

な
ど

を
作

成
し

て
ほ

し
い

 
 【

維
持

作
業

の
徹

底
の

必
要

性
】

 
▲

重
要

構
造

物
近

辺
は

、
地

震
時

に
容

易
に

点
検

で
き

る
よ

う
に

除
草

な
ど

を
行

っ
て

お
く

べ
き

 

【
報

告
様

式
の

使
い

勝
手

】
 

⇒
対

応
初

期
に

報
告

様
式

が
使

わ
れ

な
か

っ
た

 
 

ノ
ウ

ハ
ウ

（
ル

ー

ル
・

マ
ニ

ュ
ア

ル
・

訓
練

）
 

【
事

前
の

準
備

不
足

】
 

⇒
異

動
（

４
月

な
ど

）
直

後
の

体
制

不
慣

れ
、

早
期

の
体

制
習

熟
 

⇒
実

際
に

動
か

し
て

み
る

こ
と

に
よ

る
所

掌
業

務
の

課
題

確
認

 
⇒

支
部

に
お

け
る

情
報

伝
達

、
管

理
様

式
の

不
統

一
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3.2 道路震災対策便覧に示される留意事項を踏まえた整理 

「道路震災対策便覧 震後対策編（平成 8 年 10 月 社団法人日本道路協会）」は、以下を目的

として編纂されたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

本検討では、同便覧における主要な集録内容および留意事項を表 3－2 に整理した。これを基

に、東北地方整備局管内の事務所職員に震災対策全般に関するヒアリング調査を実施した。表 3

－3は、ヒアリング調査を踏まえ整理した結果である。 

 

 

【道路震災対策便覧 震後対策編の目的】 

・ 地震発生直後からの職員が取るべき対策行動の流れについての理解を援ける 

・ 地震発生の直後からの初期行動（地震・津波を含む）、情報の収集、緊急調査の指示、

職員の参集、緊急調査による状況の把握、緊急輸送道路の確保及び応援の要請・派遣

等の基本的事項について記述 
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表 3－2 「道路震災対策便覧 震後対策編」による震後対応のための準備・留意事項 

 作業場面 対応 チェック項目

訓練 訓練が実施されているか 

本部等の移設先を事前に定めているか 
体制 

交代要員、人的バックアップの事前検討が実施されているか 

建物 建物の耐震性が確保されているか

1.全体 

マニュアル 普段からマニュアル等の改善を行っているか 

リダンダンシー 複数の連絡手段を確保しているか 

責任者等の代行順位を事前に定めているか 

命令等がなくても参集できる仕組みがあるか 

大規模災害時に本勤務地以外に赴く仕組みが作られているか 
体制 

本勤務地以外の参集者の把握を選任の担当が行うことになっているか

冬期の交通手段について考慮されているか 

2.参集 

マニュアル 
登庁途中の情報収集について定められているか 

マニュアル 安否確認のための連絡方法を事前に定めているか 3.安否確認 
体制 組織として安否確認にあたる体制が取られているか 

情報機器 パソコン、ネットワークの整備が進んでいるか 

他の道路管理者と情報交換できる仕組みがあるか 
情報共有 

各種情報に汎用性を持たせる仕組みとなっているか 

大容量化 通信回線の大容量化が進められているか 

バックアップ 各種設備のバックアップシステムが構築されているか 

発電機 小型発電機などが配備されているか 

リダンダンシー 通信機能のリダンダンシーが確保されているか 

平時からの利用 普段からパソコン（システム）を利用しているか 

他支部で情報管理を行うための仕組みがあるか 
体制 

情報の一元管理のための担当者が定められているか 

4.情報収集 

マニュアル 情報の書式や様式が統一されているか 

体制 情報を管理する者と広報が別に定められているか 5.情報提供 
マニュアル 情報提供の仕組みがあるか 

情報システム 事前に各種情報がＤＢ化され、組織内で情報共有されているか 

占用物件等の管理者との事前協議が行われているか 

緊急調査を実施する者が予め定められているか 協力体制 

職員以外の協力者を確保でする仕組みがあるか 

6.点検・調査 

リスク把握 事前に被災が予想される箇所を把握しているか 

協力体制 平時から関係機関と調整を行っているか 7.緊急措置 
体制 交代に関する取り決めがあるか 

情報機器 応援者受け入れのための機器が準備されているか 8.応援 
マニュアル 応援者受け入れのためのマニュアルが準備されているか 
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表 3－3 東北地方整備局管内の事務所に対するヒアリング調査を踏まえた整理結果 

 項目 認 識 

河川と道路の職員

の相互応援 

・ 道路管理者のみならず、河川管理者との相互応援・情報共有

等についても検討が必要である。 

情報通信基盤の 

整備 

・ 災害時においても通信手段を確保する方策を考えるべきであ

り、情報通信ネットワークの活用等の検討を実施する。 

耐震補強 
・ 被災による影響の大きさ・今回の被災予測結果等を勘案して、

早急に耐震補強を実施すべきである。 

橋梁の点検設備 

・ 橋梁点検の速度向上・精度向上を図るためには、橋梁点検時

における点検員の安全確保のための手すり等の点検設備を設

置することが必要である。 

橋梁点検車等の 

特殊車両 

・ 橋梁の被災度を迅速に精度良く把握するためには、橋梁点検

車の早期配備が重要であり、地震直後に他地整から応援の車

両（運転者）が現地に配備できるような事前協定が必要であ

る。 

・ パトカー等の特殊車両も同じである。 

道路情報提供装置

・ 津波に対しては、ドライバーに浸水危険区域外へ逃れること

を伝達することが重要であり、道路情報提供装置等、適切に

情報を提供する設備を設置する必要がある。 

路上放置車両の 

撤去 

・ 地震の規模・発生時刻・路線によっては、大量の路上放置車

両が発生することも予想される。放置車両の撤去方法に関し

て事前に警察と協議が必要である（警察の人手不足等）。 
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3.3 過去の大災害時の対応において得られた教訓 

  災害規模が大きいほど様々な事態が発生し、災害対応上の課題についても規模が小さい災害の場

合には顕在化しなかったものまで明確に現れる。このため、想定される宮城県沖地震の震後対応を

考えるにあたり、過去の大規模災害時の対応において得られている教訓・課題を整理することとし

た。 

  表 3－4に整理結果を示す。 
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表
3－

4 
阪

神
大

震
災

等
過

去
の

大
災

害
時

の
対

応
に

お
い

て
得
ら

れ
た
教

訓

 
参

集
・

安
否

確
認
・
体

制
構

築
 

点
検
・
調
査

 
連
絡
・
情
報
共
有
・
指
示

 
応

急
復

旧
 

ツ
ー
ル
 

（
シ

ス
テ
ム
・
 

機
器
）
 

 

 
・

初
期

の
災

害
状

況
の

把
握

と
し

て
は

、
現

場
を

俯
瞰

で
き

る
航

空
写

真
が

有
効

で
あ

る
。

 

・
道

路
の

状
況

が
悪

い
た

め
、

点
検

調
査

に

は
自

転
車

・
バ

イ
ク

等
に

よ
る

移
動

が
有

効
で

あ
る

。
 

・
常

に
新

し
い

情
報

を
キ

ャ
ッ

チ
す

る
こ

と
を

心
が
け
、

万
一

、
伝
達

シ
ス

テ
ム

が
被

害
を

受
け

る
場

合
も

考
え

て
情

報
入

手
ル
ー
ト

は
複

数
用
意

し

て
お

く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

 

・
本

局
道

路
課

長
へ

の
情

報
連

絡
は

、
前

日
夜

F
A
X
、

当
日
朝

電
話

（
１
時

間
）

の
2
段

構
え

で
行

っ
た

。
 

・
外

部
へ

の
情

報
提

供
手

段
と

し
て

、
今

後
は

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

に
掲
載

す
る

こ
と

が
有

効
な

手
段

と
な

り
う

る
。

 

・
パ
ト

ロ
ー
ル

カ
ー
の

応
援
が
重

要
で
あ

る
。
(
大
阪
国
道

の
パ
ト

ロ
ー

ル
カ

ー
(
運

転
手

付
き

、
黄

色
、
パ

ト
ラ

ン
プ

、
8
ナ

ン
バ

ー
)
を

兵
庫

国
道

に
、

大
阪
国
道

に
は

、
奈
良

国
道
の
パ

ト
ロ

ー
ル
カ

ー
と
い
う

よ
う

に
隣
接

地

域
へ
と
順

次
応
援

し
た

)
。
 

・
夜
間
工

事
に

お
い
て

は
、
使
用

す
る

重
機
等

の
騒
音
を

最
小

限
と
す

る
た

め
、
大
型

ブ
レ

ー
カ
ー

は
用
い
ず

油
圧

ブ
レ
ー

カ
ー
と
す

る
等

の
配
慮

も

必
要
で
あ

る
。

緊
急
復

旧
工
事
の

現
場

で
は
、

作
業
効
率

を
優

先
し
が

ち

で
あ
る
た

め
注
意

が
必

要
で
あ
る

。
 

ヒ
ュ

ー
マ
ン
 

（
人

の
運
用
・
 

支
援
・
連
携
）
 

 

・
自

分
自

身
が

被
災

あ
る

い
は

家
族

が
被

災
し

て
い

る
状

態
で
、

ま
と
も
な

災
害

対
応
は
困

難
で
あ

る
。

 

・
大

災
害

の
場

合
は

、
体

制
を

切
替

え
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
国

土
交

通
省

の
一

事
務

所
で

は
、

全
て

の
対

応

は
で

き
な

い
の

で
、

民
間

の
協

力
業

者
と

の
総

合
力

で

対
応
で
き

る
体
制

づ
く

り
を
行
う

べ
き
で

あ
る

。
 

 

・
い

か
に

機
動

性
を

要
求

さ
れ

た
と

し
て

も
、

交
通

混
雑

時
の

現
場

出
動

は
極

め
て

困
難

で
あ

る
。

特
に

都
市

部
は

問
題

が
あ

り
、

パ
ト

ロ
ー

ル
車

が
緊

急
指

定
を

受
け

ら
れ

な
い

か
、

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

・
2
次

災
害

の
危

険
性

等
の

現
場

の
状

況
判

断
は

、
た

と
え

情
報

が
集

ま
っ

た
と

し
て

も
、
専

門
チ

ー
ム

で
な

い
と

難
し

い
と

思

わ
れ

る
。

 

 

・
情

報
は

刻
々

と
変

化
し

、
気

が
つ

く
と

ト
ッ

プ
が
知
ら

な
か

っ
た
と

い
う

こ
と

も
起

こ
り

得
る

。
集

め
ら

れ
た

情
報

は
統

合
し
共
有

化
す

る
こ
と

が

重
要

で
あ

る
。

 

・
マ

ス
コ

ミ
か

ら
短

時
間

に
多

く
の

質
問

・
回

答
を
迫
ら

れ
る

。
こ
の

た
め

に
は

、
広

報
官

を
補

佐
す

る
あ

る
程

度
ま

と
ま

っ
た
人
数

が
必
要

で
あ

る
。

 

・
一
般
市

民
へ

の
災
害

波
及
の
お

そ
れ

や
管
理

瑕
疵
が
問

わ
れ

る
可
能

性
が

あ
る
等
の

難
し

い
判
断

が
必
要
な

も
の

は
、
全

て
学
識
経

験
者

の
意
見

を

伺
っ
た
。
 

・
道
路
上

に
倒

壊
し
た

家
屋
の
廃

材
等

を
撤
去

す
る
際
に

、
個

人
財
産

の
所

有
権
の
問

題
で

承
諾
書

を
も
ら
う

た
め

、
所
有

者
を
捜
す

の
に

相
当
の

時

間
と
労
力

を
費
や

し
、

ト
ラ
ブ
ル

も
多
か

っ
た

。
 

・
2
4
時

間
作
業

は
、
1
週
間
く
ら

い
が
限

度
で

あ
る
（
周

辺
住
民

の
受

認
限

界
も
あ
る
）
。
 

・
昼
夜
間

作
業
で

は
、

重
機
の
オ

ペ
レ
ー

タ
ー

は
通
常

の
3
倍
の
人

数
が
必

要
と
な
る

。
 

ノ
ウ

ハ
ウ
 

（
ル

ー
ル
・
 

マ
ニ
ュ
ア
ル
）
 

 

・
危

機
の

予
知

は
早

い
ほ

ど
よ

い
。

最
初

に
見

た
者

が
報

告
す
る
こ

と
が
重

要
で

あ
る
。
空
振

り
を
認

め
る
勇
気

、

無
駄
を
覚

悟
す
る

勇
気

が
必
要

で
あ
る
。「

異
常
と
見

た

ら
直

ぐ
報

告
」

で
あ

る
。

正
確

を
期

す
る

と
い

う
理

由

で
情
報
を

ス
ト
ッ

ク
し

て
は
い
け

な
い

。
 

・
被

害
は

直
接

の
被

害
情

報
だ

け
で

な
く

、
あ

ら
ゆ

る
状

況
か
ら
類

推
す
べ

き
で

あ
る
。
 

・
当

初
は

被
害

情
報

の
収

集
が

進
ま

ず
、

死
傷

者
数

の
把

握
に

も
時

間
を

要
し

た
。

通
常

は
確

実
な

数
値

情
報

を

報
告

し
て

い
る

た
め

、
概

括
情

報
の

報
告

に
不

慣
れ

だ

っ
た
と
の

反
省
も

あ
る

。
 

・
被

災
地

域
の

人
々

の
気

持
ち

が
時

と
共

に
変

化
す

る
。

こ
の

事
を

良
く

理
解

・
把

握
し

、
適

切
に

対
応

し
て

い

く
こ
と
が

重
要
で

あ
る

。
 

・
被

害
が

大
規

模
で

あ
れ

ば
あ

る
ほ

ど
、

現

場
か

ら
の

情
報

は
少

な
く

な
る

こ
と

を
認

識
し

て
お

く
べ

き
で

あ
る

（
現

場
対

応
に

追
わ

れ
る

た
め

）
。

 

・
被

災
後

1
週

間
程

度
の

初
期

段
階

で
は

、

拙
速

を
お

そ
れ

ず
、

ス
ピ

－
ド

第
一

に
動

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

・
橋

梁
等

の
点

検
調

査
に

は
、

点
検

マ
ニ

ュ

ア
ル

が
必

要
で

あ
り

、
専

門
家

に
よ

る
チ

ェ
ッ

ク
が

望
ま

し
い

。
 

 

・
マ

ス
コ

ミ
へ

は
、
積

極
的

に
情

報
を

提
供

す
る

こ
と
が

必
要
で

あ
る

。（
迂

回
路

の
経

路
案

内
等

）
 

・
情

報
提

供
は

、
ロ

ー
カ

ル
紙

を
中

心
に

行
っ

た
 
(
載
せ

て
も

ら
い
た

い
記

事
が

あ
る

場
合

は
地

方
紙

へ
)
。
ま

た
、
朝

刊
と

夕
刊
に
間

に
合
う

時
間

に

情
報

を
提

供
す

る
よ

う
に

心
掛

け
た

。
 

・
一

般
市

民
へ

の
情

報
伝

達
に

お
い

て
は

、
誤

解
の
な
い

表
現

の
工
夫

（
専

門
用

語
や

単
位

等
）

が
必

要
で

あ
る

。
 

・
外

部
の

人
は

誰
で

も
情

報
を

知
り

た
が

る
。

そ
の
情
報

を
活

用
す
る

か
ど

う
か

に
は

関
係

な
く

、
情

報
を

得
る

こ
と

自
体

が
目
的
に

な
っ

て
い
る

。

縦
割

り
の

組
織

で
は

、
各

組
織

か
ら

別
々

に
現

場
の
災
害

対
応

状
況
に

関

す
る

情
報

の
提

供
要

求
が

来
る

。
こ

れ
に

い
ち

い
ち
対
応

し
て

い
れ
ば

、

本
来

の
仕

事
が

で
き

な
い

。
 

・
他

省
･
防

災
関

係
機

関
に

比
べ

、
国

土
交

通
省

は
新
聞
紙

面
に
お

け
る

情
報

露
出

が
少

な
す

ぎ
る

。
 

・
激
震

地
で
も

、
幅

員
1
2
メ
ー
ト

ル
以
上

の
街

路
は
ほ
ぼ

平
常
と

お
り

通
行

が
確
保
さ

れ
た
が

、
1
0
～
1
2
メ
ー

ト
ル
の

街
路

は
、
自
動

車
通
行

不
能

区

間
が
一
部

存
在
す

る
。
幅
員

1
0
メ

ー
ト
ル

未
満
に
な
る

と
自
動

車
通

行
不

能
が
増
加

し
、

8
メ
ー

ト
ル
以
下

に
な

る
と
通

行
不
能
が

さ
ら

に
増
加

し

た
。
 

・
斫
り
作

業
な

ど
住
民

か
ら

苦
情

が
出

る
作
業

は
、
災
害

後
に

早
く
実

施
す

る
こ
と
が

大
事
で

あ
る

。
 

・
道
路
部

分
に

倒
壊
し

た
家
屋
の

撤
去

事
業
は

、
緊
急
道

路
の

確
保
な

ど
道

路
啓

開
工

事
と

し
て

土
木

局
(道

路
管

理
者

)が
施

行
し

、
民

地
部

分
に

つ

い
て
は
災

害
廃

棄
物
処

理
事
業
と

し
て

環
境
局

が
担
当
し

た
が

、
事
業

の

内
容
に
差

異
が

な
い
に

も
か
か
わ

ら
ず

、
そ
れ

ぞ
れ

根
拠

と
す

る
法
律

、

所
管
省
庁

が
異
な

り
、

事
業
を
進

め
る
に

あ
た

り
、
混
乱

が
生
じ

た
。
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